
The Absolute Rules ～組曲 仏陀～No.1 

2011年 橘
たちばな

 木
き

竜
りゅう

 

 

バラモンの慈悲に包まれて 

蓮の土地は咲き暮らしていた 

輝いた空に見守られ 

門下の血は駆け継いでいた 

 

闇咲かせた空は 

階段据え縛り上げた 

血を引かれた民は 

雷浴び叫び上げた 

 

決めた等しい命・因果 

焼かれ曲げられ爛れた 

変えた卑しい型に座した 

人の雷また裂いた 

 

バラモンの意地は立ちこめて 

明日の土地を掻き掴んでいた 

争いの雨は着煽られ 

決まりの身は変えられたまま 

 

波割らせた教え 

階段捨て道を成した 

網舞い飛び弾け 

雷向き問いを投げた 

 

決めた等しい命・因果 

焼かれ問われてまた焼く 

変えた卑しい型を問いた 

人を雷また裂いた 

 

 闇暴れた土地に 

階段抱き赤子降りた 

「身は一人の物」と 

天地を指し言葉上げた 

 

決めた等しい命・因果 

永久に正してまた問う 

変えた卑しい型を溶きに 

蓮の光はまた開いた 


